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一-

晶

可
観
小
説
巻
サ

設
経
此
日
築
設
推
吋
胸
列
星
辰
須
佐
v
虹
。
美
泊
戯
掛
金
谷
間
新
時

盤
底
玉
葱
風
。
零
花
迷
=
白
梅
花
外
吋
・
春
色
格
昌
実
柳
色
中
二
摘
北
任
=
他

郷
樹
阻
ゴ
奴
心
祭
事
在
昌
江
東
↓

此
腎
白
石
よ
り
鈴
付
結
保
問
、
篤
し
て
準
品
叩
位
。
援
の
外
出
来
に
僻
と
て
白
石
成
被
山
中
候
。
な
る

語
英
越
に
て
英
才
可
v援
に
御
座
供
。

一
、
甲
午
元
日
。
作
品
二
首
-zza槍
浪
先
生
梧
右
吋
伏
乞
由
民
・
政
コ
試
選

蘭
洲
藤
子
儀
鮒
一
枇
能

披
上
斗
閲
柄
。
乾
坤
一
夜
新
。
蒼
龍
東
海
瞬
間
1

黄
鳥
上
林
容
。
週
日
遡
=

芳
州
プ
和
風
動
議
旗
吋
五
雲
多
国
策
象
吋
著
作
且
太
平
人
吋

早
朝
作

金
閥
雲
飛
嶋
色
開
.
背
郊
雨
敏
暖
正
回

a

蒋
浮
昌
江
海
-
時
日
光
動
。
日
焼
=

接
選
-
淑
集
催
。
玉
侃
臨
時
高
鶴
鷲
集
。
仙
節
調
和
鳳
恩
来
。
雨
朝
何
幸

恭昌国
ω
滞
吋
一
欲
v
献
南
山
諒
一
杯
.

一
、
雨
後
奥
=
諸
君
-
共
賞
品
堂
前
紅
梅
吋

同

上右

春
寒
雨
浴
瞬
枇
成
。
紅
汗
泊
v
衣
宿
露
明
。
錦
幌
蒸
ν
雲
脊
欲
v
熱
。
朱
線

捲
v
月
影
倶
清
.
傘
前
挨
起
務
池
夢
。
笛
裏
吹
磁
玉
塞
臨
時

J

臆
国
是
漢
宮

人
自
妬
二
盟
肌
偏
向
目
盛
・
中
-
騒
.

第
七
伺
。
後
改
a

妬
殺
越
家
鍵
姉
妹
-

白

a
i
t
-
H
M
M
M
i
t
?
 

紅
梅
は
容
に
は
相
胞
の
色
と
申
候
へ
ば
‘
白
石
是
を
感
じ
名
言
と

被
申
候
。
白
梅
は
雲
中
広
相
臨
に
て
候
。
春
気
艶
陽
の
節
は
、
紅

梅
相
臨
に
候
。
別
々
可
賞
由
被
申
候
に
付
.
共
意
を
此
結
聯
に
申

の
ペ
候
。叉

楊
柳
桜
前
線
未
v
成
。
傍
若
晶
玉
樹
-
濁
分
明
。
色
迎
昌
華
髪
-
-
客
荒
v
老
・
香

透
為
紗
-
人
共
滑
。
紅
粉
休
v
誇
宮
裏
態
。
朱
絃
翻
作
曲
中
盤
ゅ
却
疑
春

到
n
桃
源
-
早
。
挟
使
=
漁
舟
月
下
騒
↓

第
一
伺
紅
梅
の
側
に
楊
柳
一
一
株
有
之
候
故
如
斯
申
候
。
結
何
は
治

浪
と
申
よ
り
申
候
。

高
和
さ
て
/
¥
御
出
来
被
成
候
。
同
醇
濁
清
よ
ろ
し
き
事
也
。
珊

瑚
砕
、
詩
人
の
伺
に
て
候
。
索
花
吹
v
雲
駿
も
よ
ろ
し
き
事
に
て
御

雌
候
。
此
筋
御
あ
い
さ
つ
恭
奉
存
候
。
朱
絃
競
襲
、
漁
舟
を
し
て

艇
か
ら
し
む
、
い
づ
れ
も

F
L
絶
妙
に
候
。
某
今
朝
間
子
・
都
子

に
和
っ
か
は
し
候
下
密
懸
御
目
候
。
と
れ
は
と
た
た
の
ひ
か
へ
に

て
候
。
御
覧
の
の
ち
い
つ
に
て
も
御
返
し
被
下
可
候
。

一
、
白
石
先
生
用
利
故
事
卸
席
賦
成

本
側
鮮
側
尚
一
一
理
苦
情
治
勢
制
脱
却
炉
ぺ

2
2云。

白

可
観
小
説
巻
サ
ニ

回
二
六

第
七
伺
春
寒
雨
浴
は
前
夜
ふ
り
し
に
付
、
長
恨
歌
の
春
寒
賜
浴

の
聾
を
被
用
候
。
寄
欲
熱
は
季
賀
が
詩
に
、
春
雲
熟
と
申
事
有

之
故
事
を
被
用
候
。
隼
前
扶
起
、
街
裏
吹
磁
の
一
聯
、
白
石
の

面
白
に
て
候
。
結
聯
は
越
飛
燕
が
故
事
に
て
候
。
第
二
何
紅
汗

泊
衣
も
越
飛
燕
が
故
事
と
琵
え
申
候
。

一
、
再
用
=
紅
梅
韻
-
重
求
=
諸
君
賜
和
吋

羅
浮
春
夢
枕
難
v
成
.
背
鳥
時
磁
落
月
明
。
色
勢
a
紅
氷
-
浸
v
骨
冷
。
香
凝
a

絡
雪
量
v
肌
滑
.
現
琴
晦
回
復
求
動
譜
コ
碩
板
何
伊
按
a
縄
問
嬰
英
肱
天

窓
頻
勤
v
酒
。
仙
衣
原
自
六
珠
趨
。

墳
は
赤
玉
な
り
、
紅
梅
に
臨
4
1
0

琴
曲
陀
梅
花
引
有
之
。
第
六
旬

は
李
白
清
平
調
の
題
注
の
と
と
を
被
用
候
。

一
、
和
=
白
石
4
m
紅
梅
之
韻
巴

鳩

巣

東
関
梅
閲
似
日
目
衝
成
一
絡
英
頼
々
鮪
ν
枝
明
。
配
顔
須
司
奥
v
衆
同
酔
吋
氷
塊

不
v
妨
吾
猫
情
。
錦
繍
機
中
裁
a
作
字
吋
珊
瑚
斧
下
椋
無
'
聾

6

可
v
憐
襖
艶

総
=
春
意
二
沼
勝
=
紫
花
吹
v
霊一腕↓

珊
瑚
斧
下
は
石
崇
が
故
事
。
稜
艶
稽
ν
春
は
座
上
に
て
、
紅
梅
は
白

梅
に
劣
れ
り
と
云
人
有
之
候
ゆ
ゑ
某
申
候
は
、
共
遁
り
に
候
へ
共

l
e
i
-
4
1
j
i
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e
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-
a
L
L

石

高
捲
再
興
燦
-
天
一
方
，
香
燐
峯
雲
隠
v
無
v
光

e

銀
鏡
伸
明
断
海
風
冷
。
天
女

来
懸
雲
錦
裳

d

有
二
首
正
貌
町
殿
、
先
年
江
戸
御
下
の
時
分
‘
道
中
に
て
富
士
の

詩
に
て
候
。
白
石
共
時
分
東
叡
山
へ
供
華
民
て
、
あ
れ
に
還
御
を

待
申
候
問
に
‘
上
野
に
て
此
制
を
用
ひ
て
賦
申
候
よ
し
に
て
、
左

の
二
首
被
申
閲
候
。
訟
も
し
ろ
く
候
問
.
寄
附
候
て
進
出
叩
候
。

昼
下
夫
門
度
a
海
東
吋
一
党
王
宮
殿
五
雲
重
。
使
林
樹
影
漣
a
仙
詠
↓
七
賓

縫

下

且

祭

-

初

塁

。

紛

が

五

節

舞

容

ヲ

室

長

堂

。

千

片

落
花
滋
賀
山
。
提
v
鉱
山
脇
町
帯
a
虎
跡
吋
捲
v
熊
一
清
氏
封
=
強
制
↓
貧
梅
椴
盤

留
v
賓
意

a

桝
得
隆
多
無
'
限
開
問

e

誰
下
護
矛
は
日
本
記
に
見
え
た
り
。
五
節
舞
は
五
節
舞
艇
の
事
。

残
月
茅
停
里
は
、
吉
野
の
旦
に
ふ
れ
る
白
雲
の
事
。
落
花
滋
賀
山

は
花
の
小
吹
の
志
賀
の
山
越
の
事
。
勝
臣
虎
跡
は
雲
中
に
跡
を
と

め
て
麟
を
報
・
?
る
事
。
清
氏
能
額
は
清
少
納
言
捲
線
の
事
。
結
聯

は
鉢
木
の
事
。

一
、
藤
相
公
詩
白
石
攻
問

潮
沫
凝
成
沿
海
束
。
白
雲
白
雲
幾
重
々
。
天
エ
制
審
謹
花
様
。
君
子
園

中
第
一
峰
。

四
二
七




